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愛
宕
信
仰
の

地
域
的
展
開
ー
宮
城
県
白
石
市
周
辺
を

中
心
に

ー
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京
都
周
辺
で

、

火

事
か

ら

護
っ

て

く
れ
る

神
と

言
え

ば

「

愛
宕
さ
ん
」

の

名
が

出
て

く

る
。

「

愛
宕
さ
ん
」

と

は
、

京
都
市
の

西

北
に

位
置
す
る

愛
宕
山

、

及
び

山
頂
の

愛
宕
神
社
に

対
す
る
、

親
し

み

を

込
め

た

呼
び

方
で

あ

り
、

各
家
の

台
所
に

は

必

ず
と

い

っ

　
　
　

　
　
　
ひ

　
の

よ

う
じ
ん

て

よ

い

ほ

ど

「

火
逎

要
慎
」

と

書
い

た

お

札
が

貼
っ

て

あ
る

な
ど

、

人
々

に

と
っ

て

と

て

も

身
近
な
存
在
で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
ほ
ん

じ

ぶ
つ

　

し
よ

う
ぐ
ん
じ

ぞ
う

　
と

こ

ろ

が
こ

の

愛
宕
さ
ん

、

戦
国
時
代
は

、

本
地
仏
を

勝
軍
地
蔵
と

す
る

こ

と

か

ら
、

戦
に

勝
つ

た
め

の

軍
神
と

し

て

信
仰
さ

れ

　
　
　

　
　
　

　

あ
け

ち

み
つ

ひ
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

く

じ

て

き
た

。

例
え
ば

、

明
智
光
秀
は

本
能
寺
の

変
の

数
日

前
に

愛
宕
山
へ

籠
り

、

御
籤
を
ひ

い

て
、

戦
勝
を

祈
願
し

た

と

い

い
、

他
に

も
多
く
の

戦

国
武
将
が

愛
宕
社
を

信
仰
し

た
。

加
護
を

願
っ

て

武
具
に

「

愛
宕
山
大
権
現
」

な
ど

と

刻
む

例
も
見
ら

れ
、

中
で

も
著

　
　
　

　
　
　

　
　

く
ろ
う
る

し
ご

ま
い

ど

う

ぐ

そ

く

名
な
の

は
、

片

倉
家
の

黒
漆
五

枚
胴
具
足
（

仙

台
市
博
物
館
蔵
）

で
、

前
立
に

「

愛
宕
大

権
現
守
護
所
」

と

書
か

れ
た

朱
札
を
つ

け
て

　
　
　

　
　
　

　
　
だ

　
て

ま
さ

む
ね

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
か

た

く
ら
か

げ
つ

な

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
し

げ
つ

な

い

る
。

片
倉
家
は

、

伊
達
政
宗
の

重
臣
と

し

て

知
ら

れ
る

片
倉
景
綱
よ

り
は

じ

ま
る

家
で
、

甲
冑
は

景
綱
の

息
重

綱
の

も
の

と

伝
承

　
　
　
（
ユ）

さ

れ
て

い

る
。

京
都
の

愛
宕
山
は

、

江

戸
時
代
に

入
っ

て

か

ら
、

軍
神
信
仰
か

ら

火

伏
信
仰
に

転
化
し

、

庶
民
の

篤
い

信
仰
を

集
め

る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ
る

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

脚
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愛
宕
神
社
は
、

神
社
本
庁
で

把
握
し
て

い

る

だ

け
で

も
、

本
社
・

境
内
社
合
わ
せ

て

千
五

百
社
余
り

存
在
し
て

い

る
。

分
布
域
に

　
　
38

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

は

ぼ

ら
つ

き
が

あ

り
、

関
西
圏
の

他
、

北
関
東
か

ら

東
北
南
部
に

か

け
て

特
に

多
い

。

そ
の

勧
請
年
代
も
様
々

で
、

江
戸
時
代
の

も

の

も

あ

れ
ぽ

、

戦
国
時
代
以
前
の

由
緒
を
持
つ

も
の

も
あ
る

。

さ

て
、

江
戸
時
代
以
前
よ

り

あ
る

と

さ

れ
る

愛
宕
神
社
の

信
仰
は

ど

の

よ

う
に

な
っ

て

い

る

の

だ
ろ

う
か

。

京
都
の

愛
宕
山
の

よ

う
に
、

火
伏
信
仰
へ

の

転
化
を
し

て

い

る
の

だ

ろ

う
か

。

今
回

、

軍
神

と

し

て

の

愛
宕
信
仰
を

篤
く
行
っ

た

片
倉
家
の

旧

領
白
石
市
周
辺
の

愛
宕
神
社
に

つ

い

て
、

二

〇

〇

五

年
二

月
四
日

か

ら

六
日
に

か

け
て

調
査
を

行
っ

た
。

こ

の

成
果
を

も
と

に
、

白
石
周
辺
の

愛
宕
信
仰
に

つ

い

て

ま

と

め

て

み

た

い

と

思
う

。
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ま

ず
、

対
象
と

し

た

片
倉
家
の

愛
宕
の

神
に

対
す
る

信
仰
を
み

て

み
る

と
、

片
倉
重
綱
は

大
坂
の

陣
の

際
、

病
床
に

あ
っ

た

父

景

綱
に

代
わ
っ

て
、

先
陣
を
つ

と

め

る
こ

と

と

な
る

。

出
陣
に

望
ん

だ

片
倉
家
中
の

軍

装
は

、

『

片
倉
代
々

記
』

慶
長
十
九

年
十
月
十

一

日

条
に

「

馬
上
六
十
騎、

金
の

愛
宕
の

札
を

前
立
物
と

し

て

面
々

の

旗
を

指
す

、

歩
小
性
百
人

朱
の

尖
笠
を

冠
り

、

白
布
の

単
羽

織
後
に

愛
宕
山

大
権
現
守
護
所
と

大
字
に

書
き、

惣
地
に

心
経
観
音
経
を
細
字
に

書
た

る

を

着
し

」

と

あ
り
、

騎
馬
武
者
六

十
騎
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
と
え

は
お

り

甲
冑
に

金
の

愛
宕
の

札
の

前
立

て

を
つ

け
、

歩
小
姓
は

背
に

「

愛
宕
山
大
権
現
守
護
所
」

と

大
書
し

た

単
羽

織
を

着
た

。

重

綱
は

、

出
陣
の

途
中

、

老

婆
に

会
っ

て

愛
宕
山
大
権
現
の

御
神
体
を

献
じ

ら

れ
た

り
（

『

老
翁

聞
書
』

）

、

着
陣
後
も
夢
に

猪
に

乗
っ

た

愛
宕
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2）

の

天

狗
、

太
郎
坊
が

あ
ら

わ

れ
、

陣
を

変
え

る

よ

5
お

告
げ
が

あ
っ

た

り
と

、

さ
ま

ざ

ま

な

霊
験
を

受
け
る

。

ま

た

片
倉
家
の

旗
印

　
　
　
　
　
　
　
く

ろ
つ

り

が
ね

も
ん

き

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
せ

い

も
ん

じ

ぞ
う

　

　
ふ

ど
う

と

し

て

著
名
な

、

黒
釣
鐘
紋
旗
の

上

部
に

は
、

京
都
の

愛
宕
山
の

お

札

「

愛
宕

大
権

現
守
護
所
」

の

朱
札
と

、

声
聞
地

蔵
・

不
動

み
よ

う
お

う
　

び

し
や

も
ん
て

ん

明
王
・

毘
沙
門
天
の

姿
を
描
い

た

三

尊
図
像
の

札
が

刷
り
込
ま

れ
て

い

る
。

文
献
は

残
さ

れ
て

い

な
い

が
、

出
陣
前
に

愛
宕
大
権
現
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愛宕信仰の 地域的展 開

の

加
護
を

願
っ

て
つ

け
て

も

ら
っ

た

も
の

だ

と

考
え

ら
れ

る
。

　

『

片
倉
代
々

記
』

寛
文
五

年
条
に

よ

る
と

、

重

綱
は

元

和
元

年
（
一

六
｝

五
）

、

大
坂
出
陣
に

際
し

て

京
都
の

愛
宕
山
に

参
詣
し

て

戦
場
の

武
運
を

祈
り

、

道
明
寺
口

岡
原
の

戦
い

に

て

後
藤
氏
・

薄
田
氏
を

討
ち

取
る

な
ど

の

戦
功
を

挙
げ
る

こ

と

が

で

き
た

。

そ
し

て

帰
陣
後

、

お

礼
の

た

め

参
詣
し
て

絵
馬
を

掲
げ
た

と

い

う
。

絵
馬
の

銘
文
に

は

「

奉
納
立
願
成
就
之
所

　
元
和
元
年
乙

卯
五

月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3）

十
四
日

　
願
主
片
倉
小
十
郎
重
長
」

と

書
か

れ
、

戦
勝
祈
願
成
就
の

記
念
と

し

て

掲
げ
ら

れ
た

こ

と

が

分
か

る
。

絵
馬
奉
納
に

関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4）

て
、

宿
坊
と

し
て

い

た

教
学
院
よ

り
、

戦
功
の

お

祝
い

と

絵
馬
奉
納
の

お

礼
の

書

簡
が

寄
せ

ら

れ
て

い

る
。

こ

の

絵
馬
は

現
在
も
京

都
の

愛
宕
神
社
の

本
殿
奥
に

あ

り
、

損
傷
す
る

こ

と

に

片
倉
家
の

指
図
で

補
修
が

行
わ

れ
、

江
戸
時
代
を

通
じ

て

片
倉
家
と

愛
宕
山

と

の

関
係
が

継
続
さ

れ
た

こ

と

が

う
か

が
え

る
。

　
ま
た

、

重

綱
は

領
内
に

あ
っ

た

愛
宕
社
を

城
下
に

移
転
も
し

て

い

る
。

『

刈
田

郡
宮
村
風
土
記
御
用
書
出
』

に

は

旧
社
地
宮
町
西

里
山

松
木
立

の

項
に

、

』

愛
宕
社
跡

　
右
ハ

往
古
愛
宕
社
相
建
候
処

、

小
十
郎
様
御
先
祖
備
中
守
様
重

長
公
大
坂
御
陣
之
節

、

京

都
愛
宕
郡
愛
宕
社
江

御
立

願
有
之
御
成
就
二

付
、

其
後
寛
永
九
年
之
頃
当
郡
蔵
本
村
江
御
移
被
成
置
候
由
申
伝
候
事
」

と

書
か

れ
、

も
と

も
と

あ
っ

た

愛
宕
社
を

大
坂
の

陣
の

戦
勝
祈
願
が
成
就
し
た

の

で
、

寛
永
九

年
（

＝
ハ

三
二
）

に

城
下
の

蔵
本
村
へ

移
し

た
と

あ
る

。

こ

の

愛
宕
社
は

『

片
倉
小
十
郎
領
分
風

土

記
御
用
書
出
』

に

よ
る

と
、

南
北
十
間
・

東
西
七
間
の

社
地
を

与
え

ら

れ
、

南

向
三

問
四

方
の

社
が

建
て

ら
れ
て

い

た
。

別
当
は

本
山
派
の

千

手
院
で
、

毎
年
六

月
二

十
四

日

を

祭
礼
と

し
、

神
事
の

際
は

不
断
組
か

ら

十
人

ず
つ

警
固
役
が

出
さ

れ
る

こ

と

に

な
っ

て

い

た
。

ま
た

愛
宕
社
が
あ
る

山
を

愛
宕
山
と

称
し
、

三

代
景
長
の

時
代
に

片
倉
家
の

廟
所

も
置
か

れ

る
こ

と

と

な
る

。

　
元
禄
十
六

年
（

＝
ハ

九
三
）

六

月
二

十
四

日
に

再
建
さ

れ
た

折
の

棟
札
に

は
、

「

建
立

意
趣
」

と

し

て

「

天
長
地

久
・

社
壇

安
全

・

大

檀
那
武
運

長
久
・
一

門
繁
栄
・

城
下
堅

固
・

下

中
静
謐
」

と

書
か

れ
、

一

般
的
な

神
仏
へ

の

願
い

に

加
え

、

武
家
ら
し

く
武
運
の

長

239
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久
や

城
下
の

堅
固
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

こ

の

よ

5
に

、

愛
宕
の

神
は

片
倉
家
に

と

っ

て

は

特
別
な

神
で

あ
っ

た

こ

と

が

う
か

が

え
、

　

40

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

そ
の

た

め

社
も
居
城
の

近
く
に

移
し

、

ま

た

神
事
に

は

警
固
役
を

出
し

た

と

考
え

ら
れ
る

。
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で

は
、

藩
主

片
倉
家
が
大
事
に

し

て

い

た

愛
宕
社
は

、

領
内
に

も
広
が
っ

て

い

た

の

だ

ろ

う
か

。

宮
城
県
の

神
社
を

記
載
し

た
『

宮

城

県
神
社
名
鑑
』

に

は
、

現
白
石
市
内
の

愛
宕
神
社
の

記
述
は
一

切
な
い

が
、

白
石
市
文
化
財
保
護
委
員
の

中
橋
省
吾
氏
に

よ
る

と
、

小
字
名
と

し
て

「

愛
宕
」

と

つ

く
地
名
が
い

く
つ

か

あ

り
、

近

断
に

領
主
の

神
と

し
て

祀
ら

れ
た

愛
宕
社
が

、

領
内
に

広
が
っ

た

も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

の

で

は

な
い

か

と

推
測
さ
れ

て

い

る
。

『

白
石

市
史
』

の

地

名
調
査
に

よ

る

と
、

「

愛
宕
山
」

「

愛
宕
」

（
上

斎
川
・

中
斎
川
・

鹿
子
字
切

図
）

、

「

愛
宕
由［
」

「

愛
宕
下
」

（

越
河
・

五

賀
・

平
字
切
図）

、

「

愛
宕
」

（

三

沢
・

大
町
・

鷹
巣
字
切
図）

と
、

二

十
二

村
中
五

ケ

所
に

「

愛
宕
」

の

名
称
が

見
受
け
ら

れ
る

。

小
字
名
に

は

挙
が
っ

て

い

な
い

が
、

現

　
　
　

　

　

　

　

　
お

ば
ら

在
も
祀
ら

れ
て

い

る

小
原
地

区
の

愛
宕
神
社
を

実
際
に

訪
れ

て

み

た
。

　
白
石
市
小
原
地
区
新
町
に

あ

る

愛
宕
神
社
は

、

小

高
い

山
の

上
に

あ
り

、

小
さ

な

石
の

祠
（
写
真
−
）

が

祀
ら

れ
て

い

る
。

祠
の

中
（

写
真

2
）

に

は
、

「

愛
宕
…

」

と

墨

書
し

た

木
札
と

と

も
に

、

白
馬
に

乗
っ

た

像
が

納
め

ら

れ
て

い

る
。

愛
宕
社
の

御
神
体
と

し

て

は
、

白
馬
に

ま

た
が

り、

甲
冑
を

ま
と

い
、

剣
を

持
っ

た

勝
軍
地

蔵
が

多
い

が
、

　 　 　 蕊 ji− ；、／，s9・、・　　　　　　　　 顎 饑纛
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こ

の

像
は

騎
乗
し

て

い

る

も
の

の
、

甲
冑
で

は

な
く
鮮
や

か

な

彩
色
の

跡
を

示

す

衣

を

ま

と
っ

て

お

り
、

ま
た

手
に

も
何
も
持
っ

て

お

ら
ず

、

像

容
が

大

き
く
異
な

っ

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

氏
子
総
代
の

高
橋
文
男
氏
に

よ

れ

ば
、

小
原
の

愛
宕

神
社
は

、

「

イ

ク

サ
神
」

と

し

て

信
仰
さ

れ
て

お

り
、

戦
争
中
は

、

無
事
に

帰
っ

て

こ

ら

れ

る

よ

う
に

と

祈
願
が

行
な

わ

れ
た

。

ま

た

近

年
で

は

選

挙
の

折
に

も

祈
願

さ

れ

て

お

り
、

小
原

は

約
五

百

戸
の

集
落
だ

が
、

白
石
市
議
会
議
員
選

挙
に

お

い

て

三

人
立

候
補
し

、

い

ず
れ

も

見

事
当
選
し

た

と

い

う
。

愛
宕
神
社
は

契
約
講
と

呼
ば

れ

る

十
三

軒
程
の

講
中
で

運
営
さ

れ
、

旧
三

月
二

十

四
日
（
現
在
は

四

月
第
四

日

曜
V

に

「

百
矢
納
め
」

と

い

う
神
事
が

行
な
わ

れ
る

。

こ

れ
は

小
原
地
区
の

他
四

神
社
に

も
共
通
す
る

神
事
で
、

天
下

泰
平

・

家
内
安
全
・

武
運

長
久
・

五

穀
豊

穣

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
ヱ

を

祈
っ

て
、

百
本
の

矢
を

射
る

も
の

で
、

あ

る
い

は

「

イ
ク

サ

神
」

愛
宕
神
社
に

大
き
く
関
連
す
る

も
の

か

も
知
れ
な
い

。

　

前
述
の

小
字
名
の

箇
所
に

は
、

神
社
の

よ

う

な

も
の

は

現
在
な
い

と

い

う
が

、

写真 2　 愛宕神社 の 御神体 （白石市小原）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

そ
の

理
由
と

し
て

、

片
倉
家
が
尊
崇
し
た

白
石
城

下

蔵
本
の

愛
宕
社
の

退
転
が

考
え

ら

れ
る

。

明
治
維
新
に

よ

っ

て

片
倉
家
と

そ
の

家
臣
団
は

解
体
し

、

大
ぎ
な

庇
護
者
を

失
っ

た

愛

宕
社
は

、

御
神
体
と

さ
れ
た

厨
子
入
の

懸
守
も
一

旦
流
出
し
て

し

ま

う

憂
ぎ
目

を

見
る

。

後
に

買
い

戻
さ

れ
た

が
、

明
治
二

十
二

年

（
一

九
八
九
）

に

片
倉
家
に

よ
っ

て

引

き
取
ら
れ

、

同
三

十
三

年
に

は
、

社
殿
が

白
石
城
そ
ぼ

の

神
明
社
の

神
楽
殿
と

な
り

、

更
に

同

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

〔
5）

四

十
五

年
六
月
に

は

完
全
に

神
明
社
に

合
祀
さ

れ
る

こ

と

と

な
る

。

大
き
な
擁
護
者
た

る

片
倉
家
の

引
き
上

げ
と

と

も
に

、

一

門
の

繁
栄
・

家
中
の

静
謐
を

願
っ

た

愛
宕
社
の

権
威
も

薄
れ、

祀
ら
れ

な

く

な
っ

て

し

ま
っ

た

の

だ

ろ

う

か
。
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四

　
白
石
周
辺
の

愛
宕
信
仰

　

前
章
で

述
べ

た

片
倉
家
領
で

は
、

領
主
の

神
た
る

愛
宕
神
社
が

広
が
っ

た

よ

う
だ

が
、

そ
の

名
残
は

地
名
に

し

か

残
っ

て

い

な
い

こ

と

が

分
か
っ

た
。

し

か

し
、

現
在
も

残
る

小
原
の

愛
宕
神
社
で

は
、

興
味
深
い

こ

と

に

「

イ
ク

サ

神
」

と

し
て

祀
ら

れ
て

お

り
、

関
西

圏
の

よ

う
な

火
伏
の

信
仰
で

は

な
い

こ

と

に

注
目
し

た
い

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
か
つ

た

　

宮
城
県
内
に

は
、

『

宮
城
県
神
社
名
鑑
』

に

よ

る

と

三

十
一

の

愛
宕
神
社
が

あ
る

（

表
−）
。

そ
の

内
、

白
石

市
の

隣
に

あ

る

刈
田

ぐ
ん

し
ち
が

し
ゆ

く

郡
七
ヶ

宿
の

愛
宕
神
社
を

た

ず
ね

、

地

元
の

和
田

達
氏
に

ご

案
内
い

た

だ
い

た
。

七
ヶ

宿
の

愛
宕
神
社
も
小
高
い

山
上
に

あ
り

、

登

拝
口

に

は

鳥
居
が

立
て

ら
れ
（
写
真
3）

、

山
頂
に

は

立

派
な
社
殿
が

建
て

ら

れ
て

い

る
（

写
真
4
）

。

社
殿
内
に

お

祀

り

さ

れ

る
ご

神

体
は
、

や
は

り
白
馬
に

ま

た

が
っ

た

像
で

、

小
原
の

愛
宕
神
社
と

同

様
に

美
し

く
彩
色
さ

れ
た

、

束
帯
の

よ

う

な

衣
装
を

ま
と
っ

て

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

な
め

つ

い

る
。

や
は

り
こ

れ

も
関
西

圏
と

は

異
な

る

像
容
で

あ
る

。

現
在
こ

の

社
は

滑
津
地
区
七

十
八

戸
で

お

守
り
し
て

お

り、

毎
年
五

月

三

日

と

九
月
十
五

日
に

祭
礼
が
行
な

わ

れ
、

村
の

鎮
守
神
と

い

う
扱
い

で

火
伏
の

利
益
と

い

う
こ

と

は

聞
か

れ

な
か
っ

た
。

ま

た
、

本
殿
内
に

多
数
棟
札
が

残
さ

れ
て

い

る

が
（
表
2

）

、

例
え

ば

天
保
十

四
年
（

一

八

四
三
）

六
月
二

十
四

日
の

愛
宕
堂
修
復
の

棟
札
〔
写
真

5
）

に

は
、

「

天
下

泰
平
・

日

月
晴
明
・

風
雨
順

時
・

五

穀
成

熟
・

万
民
曲
豆

楽
・

氏
子
繁
盛
・

息
宇
延
命
・

諸
願
成
就
・

皆
全
満
足
」

な
ど

と

書
か

れ
、

前
述
の

片
倉
家
の

尊
崇
し
た

白
石

城
下
の

愛
宕
社
と

同

じ

く
、

火
伏
で

は

な

く
一

般
的
な

村
内
の

静
謐
や

豊
作
を

祈
る

も
の

で

あ
っ

た
。

か

ろ

う
じ

て
一

枚
だ

け
、

昭

和
六

十
年
に

神
輿
が

奉
献
さ

れ
た

際
「

一

天

四

海
・

国
土

安
穏
・

心
願
成
就
」

に

混
ざ
っ

て

「

火
盗
消
除
」

が
挙
げ
ら

れ

る
が

、

一

枚
だ

け
と

い

う
こ

と

も
あ
り

、

や
は

り
近
世
よ

り

火
伏
の

神
と

し

て

の

位
置
付

け
は

な

か
っ

た

と

考
え
て

よ

い

だ

ろ

う
。
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写真 3　 愛宕神社の 鳥居 （刈田郡七 ヶ 宿）

写真 4　 愛宕神社 本殿 （刈田郡七 ヶ宿）

　

信
仰
の

性
格
が

関
西
圏
と

異
な

る

理
由
と

し
て

挙
げ
ら

れ
る

の

は
、

中
世
か

ら

近
世

初
期
に

か

け
て
、

京
都
の

愛
宕
社
で

も
未
だ

火
伏
の

信
仰
が

本
格
化
し
て

い

な

か
っ

た

時
に

、

軍
神
あ
る

い

は

鎮
守
神
と

し

て

主
に

勧
請
さ

れ
て

き
た

こ

と

が

考
え

ら

れ
る

。

そ

の

性

格
が

固
定
し

て

い

た

た
め
、

後
に

あ

え
て

火
伏
の

利
益
を

う
た

う
必
要
が

な

か
っ

た
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

白
石
城
の

片
倉

氏
が

京
都
の

愛
宕
社
と

絵
馬
修
復
を

通
じ

て

関
係
を

保
ち

、

火
伏
の

神
と

し

て

の

性
格
を

持
つ

よ

う
に

な
っ

た

こ

と

は

十
分
承
知
し

て

い

た
の

に

も
関
わ

ら

ず
、

城
下
の

蔵
本
の

愛
宕
社
に

そ
の

利
益
を

付
け
加
え
る

こ

と

を
し

な
か
っ

た

の

が
よ

い

証
拠
で

あ
る

。

ま

た

現
在

、

白
石
市
内
に

お

け
る

火

伏
の

信
仰
と

し

て
、

秋
葉
神
社
や

古
峰
原
の

古
峰
神
社
に

対
す
る

講
が

あ

り
、

十

年
に
一

度
参
拝

　
　
鏘
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愛宕神社

由　　　緒 そ 　　の 　　他

伊達政宗創祀
向山 の 愛宕神社 の 前身。 以後分霊を祀

る

米沢 の 愛宕社 に
、 永禄年間伊達晴宗が

誓願寺 尊勝に 命 じて 、 本地 仏を 安 置 さ

せ る 。 伊達政 宗の 移動 と と もに岩出山 、

仙台 と遷座 。 二 代 藩主忠宗 の 時 に 愛宕

山へ 移 された

仙 台に お け る総鎮守。

3 代藩主伊達綱宗 、 自筆の 絵馬 2 面奉納 。

5 代吉村、祭田30 石 ・勝軍地 蔵像 ・勝

軍地蔵画像 ・自書 の 額寄進 （正徳 5 ）

勧請年不明
火防 の 神、辰 巳生 まれ の 守護神 と して

崇敬

天 正年中創祀
元 禄 2 年、享保 5 年社殿 改築。俗に 地

蔵 さま と称す

豊室滝 ノ 沢 山に 鎮座 あ り しを康応元 年

（1389）当地 に 遷座 と伝え る

十二 代将軍徳川家慶 、 奥 羽地 方巡見 の

折 に 代参 させ 、武運長久の 祈願を行な う。

承 応 2 年 （1653）、 角 田地頭石川宗弘社

殿 再 築 。 万 延元 年石 川右衛門源義光神

殿造営

由緒不 明 伝慶長 18年再建

康平 7 年 （1064）源義家 、 京都 の 愛宕神

社分霊 を勧請
正平年間炎上

、 永正年間社殿造営

由緒不詳

由緒不 詳

天文23年、山城国愛宕山よ り分霊

由緒不詳 大内 の 鎮守

由緒不詳

下 総 国館 山大楯 城 主 細 目修理 亮 の 勧請

と伝わ る

伊達 政宗祖 父稙宗 、 天 文 17年 （1548）6

月 24 日丸山館 に 隠居 の 際建立

244

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bukkyo University

NII-Electronic Library Service

Bukkyo 　 Unlverslty

愛宕信仰 の 地域的展 開

表 1　 宮城県の

所　 　 　 　 在 祭　　神 祭　 　日

十二 軒 町 火産霊 神 例祭 6 月23日

仙台市

向山4−17−1
軻遇 突智命 ・天照大神
・豊受大神ほ か 九神

鎮火祭 2 月 24日

例祭 7 月24 日

塩釜 市 和泉 ヶ 岡ll番街 区 軻遇突智命 例祭 旧 6 月 24日

古川市 桑針 9 迦具土 神 例祭 6 月24 日

角田市
横倉字馬場 内51 軻遇突 智命

例祭 4 月24日

夏祭 6 月24 日

笠島字八 幡 10 火産霊神 例祭 4 月15 日

岩沼市 下 の 郷上 中筋76 軻遇突 智命、伊弉冊尊
例祭 4 月24 日

夏祭 8 月23日

泉　市 七北田字野 山11 軻遇突 智命 例祭 6 月 24日

蔵王町大字平沢字立 目湯 軻遇土 神
刈田郡

七 ヶ 宿町字浦山 4ユ 火産霊 神

丸森町大 内字中 山89 火産霊 神

例祭 旧 6 月 24日

花祭 旧 3月％ 日

鎮火 祭 旧 12月末

又は 1 月初

伊具郡 丸森町大内字田林13 火産霊神 例祭 4 月24日

丸森町館矢 問館 山字大 門 軻遇土神 例祭 4 月18 日

丸森町字渕上 18 火之 迦 具土神 例祭 旧 7 月24日

245

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bukkyo University

NII-Electronic Library Service

Bukkyo 　 Unlverslty

由緒不詳

創祀 年月不 明
遠藤盛 継城 跡に あ り。 同家の 守護神 と

伝わ る

長保 2年 （1000）創祀 と伝 える

栗駒山登 山口 に
「を ど神社」 と して あ

っ た もの を 、慶長元年当地 に 遷 座 し て

愛宕大権現 と改称

康平 5 年 （1062）源頼義勧請 と伝 え る

源義経が 阿弥陀経 ・法華三 部 の 経文 を

埋 め た 経塚を 築 き、 武運 を祈請 した （
『
安

永風土 記 』）

葛西氏家臣三 浦家房勧請 と伝え る

由緒不詳

慶安 3 年（1650）創祀

日本武尊東征 の 際 、 山頂 に 火産霊神 を

祀 る

大宝 2 年 、 三 宅某社殿造営 。 元久 2 年

（1205）藤原 貞永再興 して神主 とな る 。

元 禄 2 年邑主笠原実康社殿修営

寛永 7 年岩 手県永 井村常性院 7 世慶宥

勧請
文化14年社殿再営

本吉郡相川城主武 LLI直光息道直、慶安

4 年仮宮建立
延宝 8 年本殿建立

弘安 9年 （1286）領主三 浦対馬の 勧請
後荒廃せ るを 寛保 2 年肝煎与右衛門再

興

不動を 祀 り不 動さま と呼んで い たが 、

明治の は じめ 現社号に 改め る

由緒不詳

寛永 5 年片倉重長 新 田開発 の 際 、 白石

よ り分祀

寛永 5 年片倉重長 、 大須 新田開発 の 際 、

山城 の 愛宕神社を勧請

祭典 に は 相撲 ・剣術 ・柔術 の 神前試合

あ り、神輿渡御 あ り

由緒不詳
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宮城郡 松 島町手樽字三 浦91 軻遇突智命 例祭 旧 6 月24 日

志田郡 松 山町金 谷字前沢59 軻遇土神 例祭 旧 6 月24日

栗駒町姫松字芋埣小 山崎 軻遇突智命 例祭 旧 8 月24日

栗駒町字文字上 葛峯前58 軻遇突智命 例祭 旧 7 月24 日

粟原郡 一
迫町字萩生35 軻遇突智神 例祭 7 月24日

若柳 町字大林町裏218 軻遇突智命 例祭 旧 8 月24日

若柳町字川南二 又 323 軻遇突智命 例祭 9 月24日

金成町沢辺字館下 78 火産霊神、伊弉冊尊 例祭 旧 7 月24日

中田 町石森字白字226 火産霊神 例祭 6 月24日

登 米郡
中田 町上 沼字弥勒寺寺山 軻遇突智命 例祭 旧 3 月 、 9 月24日

豊里 町赤生津山通 寿崎 軻遇突智命 例祭 旧 9 月24日

迫町森字堤167 軻遇突智命 例 祭 6 月24日

河南町須江字沢 田61 迦具土神 例祭 9 月28日

河 南 町広 渕字鹿添 216 火 産霊神 例祭 6 月24日

桃生郡
河南町広渕字新 田134 軻遇土神 例 祭 6 月24日

北上 町橋浦字大須 656 火産霊神

鳴瀬町大字牛綱字鷹ノ 巣

山

迦 具土 神 例祭 6 月24日
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表 2　 愛宕神社 の 棟札

No 契　 　機 年　 　 記 祈　 　　 願

1 奉愛宕堂修復屋根替 天保14年 （1843）6 月24 日

天下泰平　日月時明　風雨川頁時

五穀成熟　万民豊楽　氏子繁昌

息宇延命　諸願成就 　皆全満足

2 奉開眼愛宕山鳥居再建 安政 4 年 （］857）6月24B
一天四海　安穏泰平　国家繁栄

降魔別除　百穀豊饒　白綿満足

3
奉再彫刻開眼愛宕山大

権現村 内擁護所
【江戸 時代 】

天 長地 久　聖主万安　日月晴明

風雨順 時　国領 二 君　武運長久
五 穀成就　万民豊楽

4
奉開眼愛宕大権現幡幕

壱張
【江戸 時代】

天長地久　国主聖帝　国領弐君

風雨順時　五穀成就　万民豊楽

5
奉再建村社愛宕神社御

幡一流
明治21年 （1988）6 月24日

一
天 泰平　四海平定　百穀豊登

幽冥祈康

6
奉開眼鎮守愛宕神社敷

板御張替
明治36年 （1903）6 月 24日

安穏泰平 　聖朝平然　五穀豊穣

養蚕安楽　村内静康　悪事退散

7 奉開眼愛宕神社御幡再

建
【明治時代肇

一
天 四海　国土泰平　諸願成就

属具豊饒

8
奉開眼愛宕神社御鳥居

修復
【明治時代】

一
天 泰平 　四海平定　百穀豊登

幽冥祈康

9 奉献愛宕神社御幡幕
一

問方
大正 8 年 （1919）6 月24日

一
天 四海　国土平穏　聖主万歳

百僚安寧　火盗 消除　五穀豊穣

10
奉遷宮愛宕神社御屋根

茸替
大正 ］1年 （］922）旧 6 月吉 日

一
天 四海 　国土静謐　聖主万歳

百僚安寧　風雨順時　蚕穀豊饒

11 奉献納愛宕神社御神鈴

壱個
昭和 4 年 （1929）旧 6 月24目

一
天 四海　国土安穏

12 奉献納愛宕神社胴長太

鼓
【昭和初期】 皇軍戦勝　武運長久

13 奉遷宮鎮守愛宕神社御
屋根葺替

昭和55年 （1980）6 月24日

一
天泰平　四海平然　聖主安寧

百官父康　風雨順時　穀蚕能成

氏子安全 　信徒無災

14
奉遷宮愛宕神社御屋根

改修
昭和56年 （1981＞7 月24日

一
天 四海　万民豊楽　村内安全

五 穀豊穣

15 奉献愛宕神社大幟壱封 昭和59年（1984＞9 月15［］
天 下 太平　五 穀豊穣 　攘災招福

万民豊楽

16 奉献愛宕神社神輿壱宇 昭和 60年 （1985）9 月15日

一
天 四海 　国土安穏 　火盗消除

心願成就

工7
奉献愛宕神社大鳥居全

面改修
昭和62年 （1987）5 月 3 日 五 穀豊穣　諸災退散
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写真 5　 愛宕神社 の 棟札 （刈田郡七 ヶ宿）

　　　 （右 ：表 、 左 ：裏）

写真 6　 愛宕神社 （仙台市向山）

し
、

帰
る
と

碑
を

建
て

る

な
ど

、

競
合
す
る

火
伏
の

信
仰
が

別
に

あ
っ

た

こ

と

も
大
き
な

理
由
で

あ
ろ

う
。

　
で

は
、

宮
城
県
内
で

は

火

伏
の

利
益
を

う
た

う

愛
宕
神
社
が

な
い

の

か
、

と
い

え

ぽ

実
は

そ

う
で

は

な

く
、

塩
釜

市
和
泉
ヶ

岡
で

は

「

火

防
守
護
」

を
掲
げ
て

い

る

し
、

仙
台
市
向
山
（
写

真
6

）

で

も

毎
年
二

月
十

四

日

に

古
式
に

の

っ

と
っ

た

鎮
火
祭
を

執
り

行
い

、

火
防
守
護
を

う
た

う
。

特
に

向
山
の

愛
宕
神
社
で

は
、

明
治
期
に

御
神
体
た

る

勝
軍
地
蔵
の

掛
軸
（

写
真
7

）

が

仙
台
市
周
辺
の

郡
部

に

配
ら

れ
、

各
地
で

は

愛
宕
講
が

結
成
さ

れ
、

毎
年
旧
六

月
の

参
拝
が

続
け
ら

れ
て

い

る
。

し

か

し
、

こ

れ
ら
の

信
仰
も
い

つ

ま
で

遡
る

こ

と

が

で

き
る

か
、

き
ち
ん

と

調
査
で

ぎ
て

お

ら

ず
、

或
い

は

明
治
の

神
仏
分
離
以
降
に

信
仰
に

つ

い

て

も
再
編
さ

れ
た

可
能
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写真 7　 愛宕神社 で 頒布され る勝軍地 蔵

　　　の 掛軸 （仙台市向山）

倉
家
の

影
響
を

受
け

、

火
伏
の

信
仰
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

じ
信
仰
で

は

な
い

こ

と

が

分
か

り
、

愛
宕
神
社
の

信
仰
の

展
開
に

つ

い

て

は
、

て

い

か

な

け

れ
ば

な

ら

な
い

だ

ろ

う
。

性
も

あ
る

。

　
ま
た

、

宮
城
県
内
の

愛
宕
神
社
の

由
緒
に

は
、

平
安
後
期
に

ぜ

ん

く

ね
ん

　

え

き

　

ユ

さ
ん
ね
ん

前
九
年
の

役
や

後
三

年
の

役
を
通
し

て

東
北
地

方
に

地
歩
を

固

　

み
な

も
と
の

よ
り

よ
し

　
み

な
も
と

の
よ

し
い
え

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
み
な

も
と

の
よ
し
つ

ね

め

た

源

頼

義
・

源

義

家
、

奥
州
に

逃
げ
て

き
た

源

義

経

ら

源
氏
を

あ
て

る

と

こ

ろ

も
あ
り

、

こ

れ

ら
の

伝
承
が
ど

れ

だ

け
信
頼
で

き
る

か

は

分
か

ら
な
い

が
、

近
世
の

火

伏
信
仰
の

隆

盛
や

戦
国
時
代
の

軍
神
信
仰
に

よ

る

愛
宕
神
社
の

広
が

り
以

外

の

伝
播
時
期
を

考
え

て

み
る

必
要
が

あ
る

か

も
知
れ

な
い

。

　
白
石
市
周
辺
の

愛
宕
信
仰
は

、

軍
神
信
仰
と

し

て

祀
っ

た

片

　
　
　
　
全

国
に

展
開

す
る

愛
宕
神
社
の

信
仰
は

、

決
し

て

同

　
　
　
　
各
地
域
に

お

け
る

個
別
の

事
例
を

収
集
し
つ

つ

考
え

250

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
最
後
に

、

今
回
の

調
査
で

お

世
話
に

な
っ

た
、

白
石
市
教
育
委
員
会
の

遠
藤
修
身
氏、

白
石

市
文
化
財
保
護
委
員
の

中
橋
省
吾
氏

、

白
石
市
図
書
館
長
の

平
間
啓
子
氏

、

小
原

百
矢
お

さ
め

神
事
代
表
の

小

泉
国
江
氏

、

小
原
愛
宕
神
社
総
代
の

高
橋
文
男
氏
、

和
田

達

氏
に

、

あ

ら
た

め

て

お

礼
を

申
し
上

げ
た
い

。
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注
（
1

）

　
八

木
透
・

原

島
知
子
「

東
北
の

愛
宕
信
仰
−
片
倉
家
関
連
資
料
調
査
報
告

l
」

（

『

ア

ジ

ア

宗
教

文
化
情
報
研
究
所
研
究
紀
要
』

創
刊
号

　
　
二

〇
〇
五
）

（

2
）

　
片
倉
重

綱
と

愛
宕
山
と

の

関

係
は
、

片
倉
信
光

「

愛
宕
権
現
の

お

使
獣

「

猪
」

の

絵
馬
11
京
都
愛
宕
山
へ

片
倉
小
十
郎
奉
額
11L

（

『

仙

臺

　
　
郷
土

研
究
』

第
19
巻
第
1
号
　
仙
台
郷
土

研
究
会
　
一

九

五
九）
に

詳
し

く
ま

と

め

ら
れ

て

い

る

の

で
、

そ
れ

を

参
考
と

し
た

。

（
3

）

　
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
の

絵
馬
の

下

図
で

は
、

願
主

が

「

重
綱
」

と

さ
れ
て

い

る
。

重
綱
の

名
は

正
保
二

年、

四

代
将
軍
徳
川
家

綱
の

名
を

　
　
は

ば
か

っ

て

重

長
と

あ
ら
た
め

て

い

る

の

で
、

寛
文
の

修
復
時
に

奉
納
絵
馬
の

願
主

名
は

あ
ら
た

め

ら
れ
た

と

考
え

ら
れ
る

。

（
4

）

　
『

片
倉
代
々

記
』

元
和
元
年
九

月
条

（

5
）

　
前
掲
「

愛
宕
権
現
の

お

使
獣

「

猪
」

の

絵
馬
L
、

『

白
石

市
史
』

第
1
巻
通
史
編

別
刷

「

白
石

市
史
年
表
」

（

6
）

　
『

白
石
市
史
』

3
の
（
2
）

特
別
史
（

下
）

の

ー

「

地

名
の

研
究

」

（

7
）

　
小

原
弓
道
会
編

『

白
石
市
小

原
地
区
に

残
る

神
事
　
百

矢
納
め
』
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